
　凍てつく冬もピークをすぎて、水ぬるむ３月を迎え
ました。
　春の訪れは誰しも心弾むものですが、韮崎に「春を
告げるお祭り」があることをご存知ですか？毎年、春
分の日の前後二日間に行われる雲岸寺の「窟（あな）
観音祭り」です。雲岸寺は韮崎駅から南西へ徒歩５分
ほど、七里岩の先端の崖下に位置する古刹で、通称「穴
観音」と呼ばれて親しまれています。
　祭りの当日は多くの露店で賑わい、華やかな稚児行
列も繰り広げられます。肌に感じる暖かな風とともに、
明るい春の雰囲気を目でも感じられることでしょう。
この祭りは、韮崎のみならず峡北一帯に春を告げる風
物詩として知られています。
　雲岸寺は室町時代の寛正 5 年（1464）に真言宗の
道場として開かれ、その後江戸時代初めの元和元年

（1615）に曹洞宗に改められました。しかし、境内東
側の七里岩の断崖には、弘法大師空海が自作の観音菩薩像をまつったと伝わるほら穴＝「窟

（あな・いわや）」があり、寺の起源は平安時代までさかのぼるとも言われています。雲岸
寺が「穴観音」と呼ばれているのは、このほら穴があるためです。
  弘法大師が観音像を安置したのち、地元の
人々がそれを覆うお堂を建てました。ほら穴
に庇（ひさし）とベランダを付けたような形
で、まるで断崖にお堂がめり込んでいるよう
に見えます。現在の建物は室町時代に造られ
たものです。
　窟には、観音像のほかに千体もの小さなお
地蔵さんも並んでいます。言い伝えでは、必
ずどれか一体のお地蔵さんと目が合うとか
…。お祭りの際に探してみてはいかがでしょ
うか？

（記事：民俗資料館 名取）
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